
令和３年度当初予算案主要事項（令和２年度２月補正含む）説明

教育委員会

新規・
事業名 教職の魅力向上対策事業費

継続の別
新 規

国 庫 起 債 その他 一般財源
予算額 １，０００千円

－ － － 1,000

１ 目 的

京都府独自の教員研修や教員養成の取組により、教職の質及び魅

力を向上させることで、ひいては教員志願者を増加させる。

事業内容 ２ 内 容

(1) 若手コミュニティ育成支援事業

目 的 若手教員（初任期～中堅期）が主体的に形成する学び合いのコミ

ュニティを府教委が認定し、タテ・ヨコ・ナナメの教員間連携・研

対 象 究支援を行う。

方法等 (2) 新たな教員養成プログラムの実施

志願者確保が困難な高校教員を目指す学生を対象に、多忙な大学

生でも参加しやすい新しい教員養成プログラムを実施し、教員志願

者の裾野を拡げることにより志願者増を目指す。

担当課名 教職員人事課 教職員人材育成係 電話番号 075-414-5784
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令和３年度当初予算案主要事項（令和２年度２月補正含む）説明

教 育 委 員 会

事業名 教職員の働き方改革推進費 新規・ 継 続
継続の別

国庫 起債 その他 一般財源
予算額 １，２５３，６２２千円

787,109 － － 466,513

１ 目 的

教育の質を高めるため、教職員の意識改革を行うとともに、外部人材の活用

などにより、教員が授業や授業準備等に集中できる環境を構築する。

２ 内 容

（単位：千円）

事 項 内 容 事業費

小学校英語教育推
配置校で英語授業を実施するとともに、公開授

事業内容
進教員の配置

業や研修を通じて、小学校英語教育を先導する 212,880

教員を配置（40名程度）

スクール・サポー 教員の事務作業や校内の消毒等の補助のため、

目 的 ト・スタッフの配 小・中・高校・特別支援学校全校に配置 508,607

置 拡充

対 象 スクールカウンセラ 学校に配置・派遣し、教育相談体制を構築
305,135

ーの配置・派遣 拡充

方法等 まなび・生活アド 学校に配置・派遣し、学校と福祉関係機関等と

バイザーの配置・ の連携体制を構築 187,240

派遣 拡充

スクールロイヤー いじめや虐待、学校事故等への対応等に係る
1,000

の配置 諸課題解決のための法務専門家を配置

地域一体型部活動
地域と連携した部活動の推進に向けた体制整

推進事業費 拡充
備のため、府内公立学校に部活動指導員等を 38,000

配置（80名程度）

複雑化・多様化する教育課題に的確に対応して

京都式「チーム学 いく京都式「チーム学校」を推進するとともに、
760

校」推進費 学校現場における業務改善、教員の負担軽減対

策等の教職員の働き方改革を推進

計 1,253,622

教職員企画課 服務・安全衛生係 075-414-5802

教職員人事課 人 事 係 075-414-5799

担当課名 学 校 教 育 課 指 導 第 ２ 係 電 話 番号 075-414-5840

高 校 教 育 課 指 導 第 １ 係 075-414-5851

保 健 体 育 課 学 校 体 育 係 075-414-5875
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令和３年度当初予算案主要事項（令和２年度２月補正含む）説明

教育委員会

新規・
事業名 府立学校施設整備費 継続の別 継 続

国 庫 起 債 その他 一般財源
予算額

３，１１８，０００千円
(R4債務負担行為 143,000千円）

－ 3,105,000 － 13,000

１ 新設特別支援学校建設費(井手地区) ２２９，０００千円

【詳細：資料－17】

２ 向日が丘支援学校校舎等整備費 ２１１，０００千円

【詳細：資料－18】

事業内容

３ 学校施設長寿命化推進費 １，４０１，０００千円

目 的 （R4債務負担行為額 143,000千円）

学校施設の計画的な改修による長寿命化の推進

対 象

４ 府立高校トイレ洋式化推進事業費 ７４２，０００千円

方法等 各高校１棟、トイレ改修を平成30年度から５箇年で実施

５ 老朽校舎等改修費等 ５３５，０００千円

老朽化した学校施設の改修工事等を実施

担当課名 管理課 管理係 電話番号 075-414-5768
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令和３年度当初予算案主要事項（令和２年度２月補正含む）説明

教育委員会

新規・
事業名 子どものための地域連携事業費 継続の別 継 続

国 庫 起 債 その他 一般財源
予算額 ６３，２０１千円

30,851 － － 32,350

１ 目 的

幅広い地域住民や地域の多様な機関・団体等の参画を得て、地域社会

全体で子どもの成長を支える様々な地域学校協働活動の統合・ネットワ

ーク化の推進を図る。

２ 内 容

(1)市町村実施事業（補助事業）
○学校における働き方改革を踏まえた活動

事業内容 ・登下校時の見守り
・学校行事補助

目 的 ・児童生徒の休み時間における対応
・校内清掃指導 等

対 象 ○地域における学習支援・体験活動
・放課後等の体験活動・学習活動（京のまなび教室）

方法等 ・学習が遅れがちな中学生等を対象とした地域住民の協力によ
る学習支援（地域未来塾）

・土曜日等に地域の企業、団体等の協力を得て行う教育活動
・郷土学習 等

(2)府実施事業
○地域学校協働活動推進委員会の開催

地域社会で子どもをはぐくむ事業の効果的な推進方策を検討
○地域学校協働活動推進員養成・スキルアップ講座等の実施

地域学校協働本部とコミュニティ・スクールが一体となり連携
・協働の取組を推進していく体制づくりの中心的役割を担う地域
学校協働活動推進員の養成講座等を開催

担当課名 社会教育課
企画振興係

電話番号
075-414-5883

社会教育主事 075-414-5885
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令和３年度当初予算案主要事項（令和２年度２月補正含む）説明

教育委員会

新規・
事業名 家庭教育支援事業費 継 続

継続の別

予算額 ６，７００千円

国 庫 起 債 その他 一般財源

2,666 － － 4,034

１ 目 的

家庭教育はすべての教育の出発点であり、保護者が自信を持ち安心して子

どもの教育にかかわれるよう、福祉や地域社会等と連携し、家庭教育を支援

する。

事業内容 ２ 内 容 （単位：千円）

事 項 内 容 事業費

目 的 地域で支える家庭教育支援事業 5,200

子育てピア(子育て世代包括支援センタ

対 象
家庭教育アドバ

ー)等と連携し、家庭教育に悩みや不安

イザーの配置
を抱える家庭への訪問など、就学前から 3,200

方法等 就学後にわたって切れ目のない支援を実

施

家庭教育に関する情報や保護者向けの学

家庭教育支援基 習機会の提供、地域での相談活動、府家
2,000

盤構築事業 庭教育支援協議会の設置、指導者等研修

を実施

保護者のための学習 家庭教育に関する学習資料を作成し、保

活動支援事業 護者の活動を支援
600

インターネットやＳＮＳにおけるいじ

少年非行防止対策事業 め、薬物乱用などの現代的課題につい 900

て、ＰＴＡ等と連携した研修会等を実施

計 6,700

企画振興係 075-414-5884
担当課名 社会教育課 電話番号

社会教育主事 075-414-5889
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令和３年度当初予算案主要事項（令和２年度２月補正含む）説明

教育委員会

新規・
事業名 コミュニティ・スクール推進費 新 規

継続の別

予算額 ７，２９２千円

国 庫 起 債 その他 一般財源

490 － － 6,802

１ 目 的

学校、保護者、地域等が教育の目標やビジョンを共有し、地域に開かれた魅力

ある学校づくりを実現するため、府内公立学校における「コミュニティ・スクー

ル（※）」の本格導入を促進

※学校と地域住民等が協働で学校運営を協議し、意見を述べられる「学校運営協議会」

を設置する学校

２ 内 容 （単位：千円）

事業内容 事 項 内 容 事業費

府立学校におけるコ
府立高校・特別支援学校において、コミュニ

目 的 ミュニティ・スクー
ティ・スクールを本格導入

5,292

ルの導入 ＜再掲＞

対 象 小・中学校における 小・中学校におけるコミュニティ・スクール

コミュニティ・スク の導入促進に向けて、実施校のない市町（組 2,000

方法等 ール導入支援 合）教育委員会に対して補助

計 7,292

学 校 教 育 課 指導第１係 075-414-5833

担当課名 特別支援教育課 指導推進係 電話番号 075-414-5835

高 校 教 育 課 振 興 係 075-414-5815
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令和３年度当初予算案主要事項（令和２年度２月補正含む）説明

政 策 企 画 部
商工労働観光部

新規・
事 業 名 地域交響プロジェクト推進費 継続の別 継続

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 ３２０，０００千円

16,150 － 1,500 302,350

１ 趣旨・目的

地域の課題に府・市町村等と連携・協働して対応できる地域団体を育成
する仕組みを構築し、安心・安全な暮らしを支える地域づくりを推進する。

事業内容 ２ 事業内容

目 的 項 目 内 容
対 象
方法等 地域交響プロ ①重点課題対応プログラム

ジェクト交付金 特に地域の支えを必要とする重要課題（子育て、介護、
(250,000千円) ひきこもり、多文化共生等）の解決を支援

※令和３年度から重点課題に「協働教育」分野を追加

②基盤強化プログラム
①で支援する分野以外の活動について、伴走支援・基盤

強化事業とあわせて、団体の立ち上げ、自立運営を支援

③地域協働モデル推進プログラム
地域の総合的な問題解決に取り組む自治会・ＮＰＯ等の

連合体の形成を支援

④被災地支援プログラム
災害時の被災地支援活動を支援

伴走支援・ （１）地域活動団体支援
基盤強化事業 協働コーディネーターによる支援や財源・人材確保等に
(70,000千円) 関するセミナーによる組織基盤強化につながる支援を実施

（２）地域協働推進
地域コミュニティが地域で抱える課題を掘り起こし、

その解決方法や地域が目指すべき方向性を共有するため、
地域に関わる多様な主体が対話する場の設置等を支援

（３）社会的課題解決起業支援
地域課題の解決を目的に、新たに社会的事業を府内で起

業する者に対して、起業等に要する一部の経費を補助

企 画 参 事 (中部担当・府民協働担当) 075-414-4452
担当課・担当名 中小企業総合支援課 金融・経営支援係 課・担当 電話番号 075-366-4357

資料－37



令和３年度当初予算案主要事項(令和２年度２月補正含む）説明

教育委員会

新規・
事業名 高校生伝統文化事業費

継続の別
継 続

国 庫 起 債 その他 一般財源
予算額 １５，６４０千円

－ － － 15,640

１ 目 的

日本・郷土の伝統文化を尊重する態度の育成にあたり、京都府にゆかりの深

い茶道や華道、古典など様々な有形・無形の文化財に関する学習に取り組み、

伝統文化への関心を高めるとともに、豊かに生きる力をはぐくむ。

２ 内 容

茶道・華道・古典など文化財に関する学習を通して、伝統文化を尊重する態

事業内容 度を育成する。

○京都の伝統と文化を守り、受けつぎ、新たな文化を創造する心の育成

○礼儀作法を通じての、規範意識や社会性の育成

目 的 ○人を思いやり、尊重する心の育成

○豊かな感性、情緒の育成

対 象 ○優れた価値を有する古典に親しむ心と態度の育成

（単位：千円）

方法等

事 項 内 容 事業費

茶道・華道・古典
■茶道 原則として全府立高校で実施

を通して伝統文化
■華道 府立高校20校程度で実施

13,090

を学習
■古典 府立高校20校程度で実施

（連歌や和歌、邦楽、和装文化等）

■文化的建造物の見学や地域文化のフィールド

京の文化継承・価 ワーク
2,550

値創造推進校 ■和服の着付けや和装の製作発表

■発展的体験を通じ伝統文化を発信

担当課名 高校教育課 指導第２係 電話番号 075-414-5852
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令和３年度当初予算案主要事項（令和２年度２月補正含む）説明

教育委員会

新規・
事業名 高校生「京の文化力」推進事業費

継続の別
継 続

国 庫 起 債 その他 一般財源
予算額 ７，９８０千円

－ － － 7,980

１ 目 的

府立高校の文化部活動への支援等を通じて、京都文化の次世代への継承を図

るとともに、京都ならではの文化をはぐくむ。

２ 内 容

（単位：千円）

事業内容 事 項 内 容 事業費

■高校文化部の強化指定による育成

目 的 ・強化・育成を目指す高校の文化部を指定

文化の次世代へ （19部門）
3,230

対 象 の継承 ・高い専門性を有する外部指導者による指導

■強化・育成校の生徒が地域の小・中学校の文化

方法等 祭等に参加

芸術文化活動の ■京都府高等学校総合文化祭の開催

推進・京都府高 ■各部門の優秀校による発表等
4,750

等学校文化連盟

への助成

≪19部門≫

演劇、合唱、吹奏楽、器楽、邦楽、バトントワリング、美術・工芸、書道、

写真、放送、囲碁、将棋、吟詠剣詩舞、郷土芸能、小倉百人一首かるた、

新聞、文芸、茶道、自然科学

担当課名 高校教育課 指導第２係 電話番号 075-414-5852
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令和３年度当初予算案主要事項（令和２年度２月補正含む）説明

文化スポーツ部・商工労働観光部・教育委員会

新 規 ・
事 業 名 文化財保存活用支援事業費

継 続 の 別
継 続

国 庫 起 債 そ の 他 一般財源
予 算 額 １６７，６００千円

3,200 142,000 － 22,400

１ 目 的
「京都府文化財保存活用大綱」の策定や文化庁移転等を踏まえ、文化

財の「保存」と「活用」の両輪により府内文化財を後世に継承するため、
府内文化財の修理等に対する助成や文化・観光と連携した文化財の活用
を支援する取組等を実施

２ 内 容 （単位：千円）

事業名 内 容 事業費

指定・登録・暫定登録等による保存の

文化財保存活用 促進や活用に向けた検討のため、未
7,500

調査③ 指定文化財も含む府内文化財の調査

等を実施

事業内容
日本博と連携した 文化庁「日本博」と連携し、山城・丹後

郷土資料館におけ 郷土資料館において、ナイトミュージ 2,100
目 的 る特別展等③ アムや特別展等を実施

文化財活用

対 象 支援事業費 文化資源を活用 文化観光連携ネットワークの構築と、

したツアー造成 文化観光コンテンツを活用したツアー

方 法 等 等 の実施 9,000
②・③ 国宝・重要文化財修理現場の公開と

＜一部再掲＞ ツアーの実施

文化財活用推進 文化財を活用し、人が集まり文化に親

補助事業① しむ取組を支援 4,000
＜再掲＞

府指定文化 府指定文化財等 「府指定・登録・暫定登録文化財」等

財等保存修 保存修理事業③ の保存修理や維持管理等（防犯・防 145,000
理事業費 災対策を含む）に対する助成

合 計 167,600

①文 化 政 策 室 政 策 推 進 係 075-414-4521

担 当 課 名
文 化 芸 術 課 地域文化振興係

電 話 番 号
075-414-4279

②観 光 室 地域観光振興係 075-414-4841

③文化財保護課 企 画 調 整 係 075-414-5896
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令和３年度当初予算案主要事項（令和２年度２月補正含む）説明

文化スポーツ部・教育委員会

新 規 ・
事 業 名 文化財保護強化事業費

継 続 の 別
継 続

国 庫 起 債 そ の 他 一般財源

予 算 額 ２１０，０００千円

－ 203,000 － 7,000

１ 目 的

府内の貴重な文化財を災害破損・流出防止等の観点から早期保護を図る

ため、文化財等の保存修理や防犯・防災対策としての整備に対する助成等を

実施

事業内容
２ 内 容 （単位：千円）

事業名 内 容 事業費

目 的

府指定文化財等保 「府指定・登録・暫定登録文化財」等の

対 象 存修理事業費② 保存修理や維持管理等（防犯・防災対策 145,000

＜再掲＞ を含む）に対する助成

方 法 等

未指定文化財保存 未指定であっても貴重な文化資料等の保
65,000

修理事業費① 存修理等に対する助成

合 計 210,000

①文化政策室 政策推進係 075-414-4521

②文化財保護課 企画調整係 075-414-5896

担 当 課 名
建造物係

電 話 番 号
075-414-5898

美術工芸・民俗・無形文化財係 075-414-5905

記念物係 075-414-5903
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令和３年度当初予算案主要事項（令和２年度２月補正含む）説明

教 育 委 員 会

新 規 ・
事 業 名 歴史的建造物等保存伝承事業費

継 続 の 別
継 続

国 庫 起 債 そ の 他 一般財源
予 算 額 １，３４５，１５１千円

(R4債務負担行為 361,000千円） 23,701 － 1,265,050 56,400

１ 目 的

文化財を良好な状態で後世に継承するため、建造物等の保存修理や文

化財維持管理等に要する経費の補助等を実施

２ 内 容 （単位：千円）

事業名 内 容 事業費

建造物保存修理受 国指定文化財建造物の受託修理 1,265,050

託事業費 (R4債務負担行為 361，000）

事業内容
国指定文化財等保

国指定文化財等所有者が行う保存修
存修理・維持管理

理・維持管理事業等に補助
57,000

目 的 費補助金

対 象
祇園祭山鉾保存修

重要有形民俗文化財である山鉾につ

理事業費等補助金
いて山鉾保存会が行う緊急修理の負 7,499

方 法 等 担軽減等

重要伝統的建造物
重要伝統的建造物群保存地区保存事

群保存地区保存事
業を行う市町に対する補助

6,900

業費補助金

京都の史跡・埋蔵 国史跡恭仁宮跡や府内の文化財を活
5,402

文化財活用事業費 用し、ツアー等を実施

文化財巡視事業費
文化財の管理状況等について巡視・

3,300
指導助言を実施

計 1,345,151

企 画 調 整 係 075-414-5896

担 当 課 名 文化財保護課 建 造 物 係
電 話 番 号

075-414-5898

美 術 工 芸 ・ 民 俗 ・ 無 形 文 化 財 係 075-414-5905

記 念 物 係 075-414-5903
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令和３年度当初予算案主要事項（令和２年度２月補正含む）説明

教育委員会

事 業 名 歴史的建造物等保存伝承事業費 新規・
継 続

（建造物保存修理受託事業費） 継続の別

１，２６５，０５０千円
国 庫 起 債 そ の 他 一般財源

予 算 額
（R4債務負担行為361,000千円） － － 1,265,050 －

◆ 京都府内の国宝・重要文化財建造物を受託修理

１ 目 的
国庫補助を受けて行われる国宝・重要文化財建造物の保存修理について、

文化財所有者からの委託を受けて、府が直営により実施

２ 事業内容

文化財の名称 種別 工事種別 ３年度の主な内容

本隆寺（本堂他） 重文
半解体修理

屋根瓦葺き、床組補修
ほんりゅうじ ほんどう

ほか

妙法院（庫裏） 国宝 半解体修理 屋根瓦取り解き、小屋組解体
みょうほういん く り

事 業 内 容

目 的
大徳寺（方丈他）

国宝 半解体修理
屋根瓦取り解き、小屋組解体

だいとく じ ほうじょう

重文 ほか

対 象
東福寺（常楽庵客殿（普

重文
半解体修理

小屋組補修・組み立て

とうふく じ じょうらくあんきゃくでん ふ

方 法 等 門院）他） ほか
もんいん

良 正 院（本堂及び表門） 重文 半解体修理 小屋組補修
りょうしょういん ほんどう おもてもん

聴竹居（茶室他） 重文 解体修理ほか 軸部組み立て、屋根葺き
ちょうちくきょ ちゃしつ

平等院（鳳凰堂中堂） 国宝 塗装修理 内部彩色の剥落止め
びょうどういん ほうおうどうちゅうどう

本願寺（阿弥陀堂他）
国宝 部分・塗装 阿弥陀堂・唐門の塗装・表具ほんがん じ あ み だ どう

重文 修理ほか ・金具工事

十八神社（本殿） 重文
屋根葺替・

屋根こけら葺き、塗装工事
じゅうはちじんじゃ ほんでん

部分修理

聖護院（書院） 重文
屋根取替・

屋根瓦葺き
しょう ご いん しょいん

部分修理

松殿山荘（修礼講堂及び
重文

屋根取替・
軸部・小屋組補修

しょうでんさんそう しゅうれいこうどう

事務所） 部分修理

広隆寺（講堂他）
国宝 屋根取替・ 講堂の屋根瓦取り解き、野地こうりゅうじ

重文 部分修理 補修

ほか５件 計１７件 １，２６５，０５０千円

担当課名 文化財保護課 建造物係 電話番号 075-414-5898
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令和３年度当初予算案主要事項（令和２年度２月補正含む）説明

教 育 委 員 会

新 規 ・
事 業 名 埋蔵文化財調査保存事業費

継 続 の 別
継 続

国 庫 起 債 そ の 他 一般財源

予 算 額 ６２，１２５千円
16,057 － － 46,068

１ 目 的

埋蔵文化財の保護と開発事業との調整を図るため、確認調査や市町村

が実施する調査等への補助を実施

２ 内 容
（単位：千円）

事業内容

事業名 内 容 事業費

目 的 埋蔵文化財発掘調 農地などの開発事業に伴う発掘調査
27,514

査費 等を実施

対 象

恭仁宮跡保存活用 恭仁宮跡の将来の整備等に向けた発
5,000

方 法 等 調査費 掘調査を実施

埋蔵文化財発掘調 開発等に伴う緊急発掘調査や史跡買
29,611

査費等補助金 上等を行う市町村に対する補助

計 62,125

担 当 課 名 文化財保護課 記 念 物 係 電 話 番 号 075-414-5903
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令和３年度当初予算案主要事項（令和２年度２月補正含む）説明

教育委員会

新規・
事業名 新型コロナウイルス感染症対策費 一部新規継続の別

予算額
２，３４４，９３７千円 国 庫 起 債 その他 一般財源

（うち２月補正 820,000千円） 2,272,617 － － 72,320

１ 目 的

児童生徒が安心・安全に学習できるよう、学校における新型コロナウイルス

感染症の防止対策の徹底や、教員をサポートする専門人材等の体制を強化

２ 内 容 （単位：千円）

事 項 内 容 事業費

教育体制の緊急強化 777,925

①スクール・サポート・ 教員の事務作業や校内の消毒等の補助

スタッフの配置 拡充 のため、小・中・高校・特別支援学校 480,107

事業内容 全校に配置

②スクールカウンセラー 児童生徒等の心のケアの強化のため、 62,812

目 的 の配置・派遣 拡充 配置・派遣回数を拡充

③まなび・生活アドバイ 福祉関係機関等とのきめ細かい連携の 32,640

対 象 ザーの派遣 拡充 ため、派遣回数を拡充

④学習支援員及び心の居場所 児童生徒の相談、学習支援等を実施す
202,366

方法等 サポーターの配置 拡充 るため、小・中学校全校に配置

学校衛生環境等の緊急対策 652,832

⑤特別支援学校スクール スクールバス過密化を防止するため、
344,450

バス過密化防止 新規 運行を増便

⑥学校の裁量による感染 学校の裁量による実情に合わせた感染 244,000

防止対策等 新規 防止対策等を実施 (２月補正)

⑦府立学校等の衛生環境 消毒液やマスク等の衛生用品を、府
19,000

の整備 新規 立学校等に追加配備

⑧府立学校の夏季・冬季 児童生徒が安心して授業を受けられる
45,382

の授業への対応 新規 よう、空調管理を実施

学びのセーフティネット 914,180

⑨府立学校等におけるス 低所得世帯等の生徒が利用するための 714,600
マートスクールの推進 タブレット端末やモバイルルーターの (うち２月補正

拡充 整備等 469,000)

⑩奨学のための給付金及 低所得世帯等の生徒のオンライン通信 199,580

び就学奨励費による支 費等の教育費負担を軽減 (うち２月補正

援 拡充 107,000)

合 計 2,344,937

⑥ 総 務 企 画 課 予 算 係 075-414-5708

⑤⑧ 管 理 課 管 理 係 075-414-5768

①⑤ 教職員企画課 企画調整係 075-414-5789

②③④ 学 校 教 育 課 企画振興係 075-414-5831

担当課名 ⑨ ICT教育推進室 電 話 番 号 075-414-5692

⑤⑨⑩ 特別支援教育課 企画調整係 075-414-5834

②⑨⑩ 高 校 教 育 課 調 整 係 075-414-5846

⑦ 保 健 体 育 課 企画調整係 075-414-5861
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